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薬食発第0417001号

平成 19年 4月 17日

l  f i ・十1 f` l 十i

厚生労働省医薬食品局長■十1

医薬品の範囲に関する基準等の
一
部改正について

人が経目的に服用する物が、薬事法 (昭和 35年 法律第 145号 )第 2条 第 1項第

2号 又は第 3号 に規定する医薬品に該当するか否かについては、昭和 46年 6月 1日

付け薬発第 476号 厚生省栗務局長通知「無承認無許可医薬品の指導取締 りについて」

の別紙 「医薬品の範囲に関する基準」 (以下 「基準」という。)に より判断してきたと

ころであるが、今般、同通知及び基準の
一部を別紙のとお り改正 したので、下記の改

正の趣旨等を御了知の上、貴管下関係業者に対する指導取締 りについて御配慮願いた

い。

高己

第 1 改 正の趣旨

今回の改正については、食生活の多様化、医薬品としての使用実態の変化等によ

る一般消費者の意識の変化等を踏まえ、必要な事項について見直 したものであるこ

と6

第 2 改 正の要旨及び留意事項

1 医 薬品の該当性については、原則として薬事法における医薬品の定義に照らし

合わせて判断するものであって、基準は当該判断に資するよう過去の判断を例示

したものである旨を明確化する記述を追力日したこと。また、当該記述の追加によ

って、従来の取扱いが変更されるものではないこと。

2 基 準において 「野菜、果物、菓子、調理品等その外観、形状等から明らかに食

品と認識される物」については、いわゆる 「明らか食品」であると判断してきた

ところ、「菓子」については、昨今、多様な製品が流通 してお り、直ちに医薬品



に該当しないものとの判断は行われず、判定方法に基づき総合的に判断している

ことから、肖J除するものであること。また、当該記述の削除によつて、従来の取

扱いが変更されるものではなく、菓子が医薬品に該当するか否かについては、引

き続き、栗事法における医薬品の定義に照らし併せ、総合的に判断すること。

3 基 準の別添 2「 専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料)リ ス ト」(以

下 「専 ら医薬品リス ト」とい う。)及 び別添 3「 医薬品的効能効果を標ぼ うしな

い限 り医薬品と判断 しない成分本質 (原材料)リ ス ト」 (以下 「非専ら医薬品リ

ス ト」 とい う。)に ついては、科学的な検証に基づき定期的に見直しを行 うこと

としていることから、今般、新たな知見等に基づき以下の成分本質 (原材料)等

について、所要の改正を行ったものであること。

(1)非 専ら医薬品リス トに掲載 してきたが、今般、当該 リス トから削除し、専

ら医薬品リス トに追加 した成分本質 (原材料)

①植物由来物等

サイシン (全草 (根・根茎を除く。
*))

* 根 ・根茎は既に 「専ら医薬品として使用される成分本質 (原材料)」に例示さ

れている。

(2)専 ら医薬品リス トに掲載 してきたが、今般、当該 リス トから削除し、非専

ら医薬品リス トに追加 した成分本質 (原材料)

①植物由来物等

① 名 称の変更をしていないもの

アオダモ、インドボダイジュ、カガミグサ、カンラン、コオウレン、

コハク、セイヨウサンザシ (薬)、セキイ、センタウリウムソウ、ソ

ウジュヨウ、 ト ラガン ト、ニクジュヨウ、ニョテイ (種子 ・果実)、

ハマメリス、メナモミ(茎)、ヤブタバコ(果実)、リュウノウ

② 名 称を変更したもの (変更前の名称は[ ]内 に記載)

イチヤクノウ[ロクイテイソウ]、オシャグジタケ[サヨウ]、オミナ

エシ[ハイショウ]、カキ<柿 >(果 実の宿存がく)[シ テイ]、コパ

イーバ 。オフィシナ リス[コパイーバ]、シオデ属 (根)[サ ルサ]、

シシウド
米
(根茎)[ド クカツ]、シナタラノキ[ソウボク]、タチバナ

(果皮)[キ ッピ]、タラノキ (根皮、樹皮)[タ ラコンピ]、 ト ウモ

ロコシ (花柱 ・柱頭)[ナ ンバンゲ]、ナベナ[ゾクダン]、ヌルデ[ゴ

バイシ]、ノアザミ[タイケイ]、ヤマモモ[ヨウバイヒ]、ワレモコウ

[チユ]

* ドクカツをウドとシシウドに分害Jし、シシウドのみを変更する。

①動物由来物等

① 名 称を変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記載)

オオヤモリ[ゴウカイ]

(3)専 ら医薬品リストに掲載してきたが、その対象範囲の見直しを行った成分



本質 (原材料)

①植物由来物等

トリカブ ト属

* 「 サンヨウブシは除く」としていたが、この規定を肖」除するもの。

(4)対 象範囲を明確化等するために名称 。他名等を整理 した成分本質 (原材料)

1)専 ら医薬品リス トに掲載 してきた成分本質 (原材料)

①植物由来物等

カッコウをカソコウ及びカワミドリに整理

セイコウをオウカコウ及びセイコウに整理

センダンをセンダン及び トウセンダンに整理

アラビアモツヤク及びモツヤクをコンフォミラ属に整理

2)非 専 ら医薬品リス トに掲載 してきた成分本質 (原材料)

①植物出来物等

レイシ<務 枝>及 びレイシカクをレイシ<務 枝 >に 整理

(5)非 専ら医薬品リス トに掲載 してきた成分本質 (原材料)の うち、動物由来

物等から植物由来物等に分類を変更するもの

アシ ドフィルス菌、酵母、乳酸菌、ビフィズス菌

(6)専 ら医薬品リス ト又は非専ら医薬品リス トに追加 した成分本質 (原材料)i

l)専 ら医薬品リス トに追加 した成分本質 (原材料)

①植物由来物等

カクコウ、ハルマラ (種子)

①その他 (化学物質等)

アミノタグラフィル、イミダゾサガ トリアジノン、キサントアン トラフ

ィル、クロロプレタダラフィル、ゲンデナフィル、シルデナフィル、タ

グラフィル、デキス トロメ トルファン、ノルネオシルデナフィル、バル

デナフィル、ハルマリン、ハルミン、ヒドロキシホモシルデナフィル、

ヒドロキシホンデナフィル、プソイ ドバルデナフィル、ブフォテエン、

ホンデナフィル

2)非 専ら医薬品リス トに追加 した成分本質 (原材料)

①植物由来物等

アメリカニンジン(根・葉 ・茎)、イグサ (地上部の熱水抽出後の残澄)、

エーデルワイス、オオムギ(茎)、オニサルビア、カッコウアザミ、カニ

クサ、酵母 (トルラ酵母)、シタン (根・樹皮 ・材)、タコノアシ、チョ

ウマメ、トックリイチゴ、トロロアオイ、ネギ、ビルマネム、ペピーノ、

ボタンボウアウ、モリシマアカシア

①動物由来物等

ヒレイケチョウガイ

①その他(化学物質等)

L―シトルリン

(7)名 称、他名等、部位等及び備考を変更した成分本質 (原材料)



1)専 ら医薬品リス トに掲載されている成分本質 (原材料)

①植物由来物等

① 名 称を含め変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記載)

カッシア ・アウリキュラータ[ミミセンナ]、キンリュウカ属[キンリ

ュウカ]、クロツメモ ドキ属[ソリシ]、ケファエリス属[トコン属]、

コンドロデンドロン属[バリエラ属]、ジギタリス属[ジギタリス]、

シマハスノハカズラ[フンボウイ]、デンドロビウム属[セッコク]、

フクジュノウ属[フクジュノウ]、ヘパティカ ・ノビリス[ユキワリソ

ウ]、ホオズキ属[サンショウコン]、ボスウェリア属 [ニュウコウ]、

ポテンティラ・アンセリナ[トウツルキンバイ]、ポドフィルム属[ポ

ドフィルム]、モウオウレン[モウオオレン]

② 名 称以外の欄を変更したもの

サンキライ、ジャショウ、ショウボクヒ、センノウ、 トウシンノウ、

フジヨブ、モクベッシ、リョウキョウ

①動物出来物等

① 名 称を含め変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記栽)

センタイ[センタイ]

② 名 称以外の欄を変更したもの

コウクベン、ゴレイシ、

①その他(化学物質等)

① 名 称を含め変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記載)

セキテッコウ[タイシャセキ]

② 名 称以外の欄を変更したもの

アスピリン、インベルターゼ、 1-デ オキシノジリマイシン、マル

ターゼ、ラクターゼ

2)非 専ら医薬品リストに掲載されている成分本質 (原材料)

①植物由来物等

① 名 称を含め変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記栽)

コパイーバ 。ラングスドルフィ[コパイーバ]、フジ[フジコブ]

② 名 称以外の欄を変更したもの

ウド、ガムググル、カンカニクジュヨウ、サラシア ・レティキュラ
ータ、サンキライ、センダン、ボスウェリア・セラータ

○動物由来物等

① 名 称を含め変更したもの (変更前の名称は[ ]内に記載)

ニホンヤモリ[オオヤモリ]

(8)専 ら医薬品リストに掲械してきたが、麻栗等に指定されたためリストから

削除する成分本質 (原材料)

○その他(化学物質等)

A M T 、 2 C ― I 、 2 - C T - 2 、 2 - C T - 7 、 G H B 、 T M A - 2 、

B Z P



(9) サイシン全草 (根・根茎を除く)及 びサンヨウブシについては、当該成分

本質 (原材料)を 配合又は含有する製品の取扱いについて、平成 19年 5

月 16日 までの間、その成分本質 (原材料)の 分類のみをもつて、直ちに

医薬品に該当するとの判断を行わないこととしたこと。



別紙

「医薬品の範囲に関する基準」の
一部改正について

昭和 46年 6月 1日付け栗発第 476号 厚生省薬務局長通知 「無承認無許可医薬品の

指導取締 りについて」の
一部を次のように改正する。

第 1 記 の 3.中 「昭和 43年 6月 3日 薬監第 153号 通知により、その区別を明確に

して来たところであるが、今後は」を 「今後 とも」に改め、記の 3.を 記の 4.と

し、記の 2.を 記の 3.と し、記の 1.を 記の 2.と し、記の 1.と して次のよう

に加える。

1.医 薬品の該当性については、薬事法第 2条 における定義に照らし合わせて判

断されるべきものであり、本基準は、当該判断に資するよう、過去の判断を例

示しているものであることから、医薬品の該当性は、その目的、成分本質 (原材

料)等を総合的に検討の上、判断すること。

第 2 別 紙 「医薬品の範囲に関する基準」 (以下単に 「別紙」 とい う。)の 前文中 「規定

する医薬品に該当するか否かは、」の次に 「医薬品としての目的を有しているか、又

は通常人が医薬品としての目的を有するものであると認識するかどうかにより判断す

ることとなる。通常人が同項第 2号 又は第 3号 に掲げる目的を有するものであると認

識するかどうかは、」を加え、「判断して、通常人が同法同条同項第 2号 又は第 3号 に

掲げる目的を有するものであるという認識を得るかどうかによつて」を削り、「判定

方法による判定によることなく、当然に、医薬品に該当しない」を 「、原則として、

通常人が医薬品としての目的を有するものであると認識しないものと判断して差し支え

ない」に改め、「菓子、」を削る。

第 3 別 紙の Iの 1中 「医薬品的効能効果を標ぼうしない限 り医薬品と判断 しない成分

本質 (原材料)リ ス ト」にその例示として掲げることとする。」の次に 「なお、当該

リス トは医薬品の該当性を判断する際に参考とするために作成するものであり、食

品としての安全性等の評価がなされたもののリス トではないことに留意されたい。」

を加える。

第 4 別 紙の Iの 2中 「千J行物」の次に 「、インタ
ーネット」を加える。

第 5 別 紙の別添 1の 1

める。

第 6 別 紙の別添 1の 2

全部」に改める。

の (2)の ③中 「要指示医薬品」を 「処方せん医薬品」に改

中 「医薬局」を 「医薬食品局」に、「食品保健部」を 「食品安



第 7 別 紙の別添 2の植物由来物等の表中アオダモの項、アラビアモツヤクの項及びイ
ンドボダイジュの項を削り、同表中エンジュの項の次に次のように加える。

オウカコウ クノニンジン 帯果 ・帯花枝葉

別添 2の 植物由来物等の表中カガミグサの項を次のように改める。

カクコウ Incarvillea sinensis 全草

別添 2の 植物由来物等の表カッコウの項中 「カワミドリ/」を削 り、同表中カッコ

ンの項の次に次のように加 える。

カッシア・アウ

リキュラータ

ミ ミセンナ/Cassla  aur

i c u l a t a

樹皮

別添 2の 植物由来物等の表中カロライナジャス ミンの項の次に次のように加 える。

カワミドリ 地上部

別添 2の 植物由来物等の表中カンボウイの項、カンランの項及びキッピの項を削

り、同表キン リュウカの項中 「キンリュウカ」を 「キンリュウカ属」に、「ス トロフ

ァンツスの次に 「/St r o p h a n t h u s属」を加え、同表中グリフォニア ・シンプ リシフォ

リアの項の次に次のように加える。

クロウメモ ドキ

属

ソ リシ/Rhamnus属 果 実

別添 2の 植物由来物等の表中ケシの項の次に次のように加える。

ケファエ リス属 トコン/Cephaelis属 根

別添 2の 植物由来物等の表中コオウレンの項、コパイーバの項、ゴバイシの項及

びコハクの項を肖けり、同表コンズランゴの項の次に次のように加える。

ロドンいアドン

属

コ
　

ン

コンドデロデンドロン属

/バリエラ/パレイラ根

樹皮 ・根

コンミフォフ属 アラビアモツヤク/モ ツ

ヤク/モツヤクジュ/ミル

ラ/Conlmiphora属

全木 (ガムググ

ルの構脂を除く)

ガムググル ( C O r l l n i p h

ora  mukul) の樹月旨

は 「非医」

別添 2の 植物由来物等の表サイシンの項中 「根 ・根茎」を 「全草」に改め、「茎 ・

葉は 「非医」」を削 り、同表中サヨウの項及びサルサの項を削 り、同表サンキライの

項中 「ドブクリョウ」を 「Smllax glabra」に改め、「非医」」の次に 「、サンキライ

以外のシオデ属の葉 ・根は 「非医」」を加 え、同表中サンシ ョウコンの項を削 り、同

表ジギタリスの項を次のように改める。

ジギタリス属 D i g i t a l i s 属 葉

別添 2の 植物由来物等の表中シテイの項を次のように改める

シマハスノハカ

ズラ

フンボウイ/ S t e p h a n i a

tetranda

茎 ・茎根

別添 2の 植物由来物等の表ジャショウの項中 「、オカブジラミ」を肖」り、同表シ

ョウボクヒの項中 「クヌギ」の次に 「/ボクソク」を加え、同表セイコウの項中 「ク

ノニンジン」を 「カフラエンジン」に改め、同表中セイヨウサンザシヨウの項、セ

キイの項及びセッコクの項を削り、同表センソウ<茜 草>の 項中 「アカミノアカネ」

の次に 「/セイソウ」を加え、同表センタウリウムノウの項を削り、同表センダンの



項中 「クレンピ」の次に 「/トキワセンダン/Meli a  a z e d a r a c h」を、「非医」」の次

に 「、 ト ウセンダン (Meli a  t o o s e n d a n )の果実 。樹皮は 「医」」を加え、同表中ソウ

ジュヨウの項、ソウボクの項、ゾクダンの項、ソリシの項、ダイケイの項、タラコ

ンピの項及びチユの項を削り、チョレイの項の次に次のように加える。

ロドンいア

属

ビウム セッコク/ホンセッコク/

Dendrobium挿謁

茎

別添2の植物由来物等の表中トウシンソウの項及びトウツルキンバイの項を次の

ように改める。

トウシンソウ /r//rグサ/Juncus effus

u s

全草 地上部の熱水抽出 (1

00℃ 8分 以上又は同

等以上の方法)後 の

残澄は 「非医」

トウセンダン クレンシ/クレンピ/セン

レンシ/ M e l i a  t O O s e n d a n

果実 ・樹皮 センダン (Melia aze

darach)の果実 ・樹皮

は 「医」、センダン (M

eli a  a z e d a r a c h )しD夢善

は 「非医」

別添 2の 植物由来物等の表 ドクカツの項中 「シシツ ド」を 「ドッカツ/Ar a l i a  c o r

d a t a」に改め、り卜医」」の次に 「、シシウ ド (An g e l i c a  p u b e s c e n s / A n g e l i c a  b i s

s e r a t a )の根茎 ・軟化茎は 「非医」」を加え、同表中 トコン属の項及び トラガン トの

項を削 り、同表 トリカブ ト属の項中 「サンヨウブシ (Ac o n i t u m  s a n y o e n s e )は除 く」

を削 り、同表中ナンバングの項、ニクジュヨウの項、ニュウコウの項、ニ ョテイの

項、ハイショウの項、ハマメ リスヨウの項及びバ リエラ属の項を削 り、同表ハルマ

ラの項中 「全草」の次に 「・種子」を加 え、同表 フクジュソゥの項中 「フクジュソ

ウ」を 「フクジュノウ属」に、「マンサク」を 「Ado n i s属」に改め、同表中フジヨブ

の項を次のように改める。

フジヨブ フ ジ フジコブ菌が寄

生し生じた瘤

茎 (フジヨブ菌が寄

生 し生 じた瘤以外)

は 「非医」

別添 2の 植物由来物等の表中フラングラ皮の項の次に次のように加える。

ヘノミティカ ・ノ

ビリス

ミスミソウ/ ユキワリソ

ウ/Hepatica nobilis

全車

別添 2の 植物由来物等の表中ホオウの項の次に次のように加 える。

ホオズキ属 サンショウコン/Physali

s属

根 食用ホオズキの果実

は 「非医」

ボスウェリア属 ニュウコウ/Boswe]ha属 全木 (ボス ウェ

リア ・セ ラー タ

の樹脂 を除 く)

ボスウェ リア ・セラ
ータ (Boswel ha ser

rata)の 樹脂は 「非

医」

別添 2の 植物由来物等の表中ポ ドフィルムの項を次のように改める。



ライ

ナ

テ

リ

ン
　
セ

テ
　
ン

ポ

ア

ケツマ/トウツルキンバ

イ/Potentilla anserina

全草

ポ ドフィルム属 ヒマラヤハッカクレン/ P

odophyllum挿轟

根 ・根茎

別添 2の 植物由来物等の表中ミミセンナの項及びメナモミの項を削 り、同表モウ

オオレンの項中 「モウオオレン」を 「モウオウレン」に改め、同表モクベッシの項

中 「ナンバンキカラスウリ」の次に 「/モクベツシ」を加え、同表中モツヤクの項、

ヤブタバコの項、ユキワリノウの項、ヨウバイヒの項及び リュウノウの項を削 り、

同表 リョウキョウの項中 「コウリョウキョウ」を削 り、同表中ロクテイノウの項を

削る。

別添 2の 動物出来物等の表中ゴウカイの項を削 り、同表コツクベンの項中 「イヌ」

の次に 「/クインラン/ボクインキョウ/ボクインケイ」を加え、同表ゴレイシの項中

「ムササビ科」を 「モモンガ亜科」に改め、同表ゼンタイの項中 「ゼンタイ」を 「セ

ンタイ」に改める。

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中アスピリンの項を次のように改める。

アスピリン アセチルサ リテル酸

アミノタグラフ

ィル

Aminotadalafil

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中アン ドロステンジオンの項の次に次のよ う

に加える。

イミダブサガ ト

リアジノン

Imldazosagatrladinone

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中インベルターゼの項を次のように改める。

インベルターゼ インベルチン/サッカラ
ーゼ/β一フルクトフラノ

シダーゼ

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中AMTの 項を削 り、同表中カタラ
ーゼの項

の次に次のように加える。

キサントアント

フ フ ィル

Xanthoanthrafil

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中グルタチオンの項の次に次のように加 える。

クロロプレタダ

フ フ ィル

Chloropretadalafil

ゲンデナフィル Gendenafil

別添 2の その他 (化学物質等)

T - 7の 項及び GH Bの 項を削 り

の次に次のように加 える。

シルデナフィル Sildenafil

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中タイシャセキの項を次のように改める。

の表中 2C― Iの項、 2-CT―

、同表中臭化水素酸デキス トロメ

2 の 項、 2 - C

トルファンの項



|セキテ ツコウ 1赤 鉄鉱/タイシャセキ 1鉱石

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中タウリンの項の次に次のように加える。

タグラフィル Tadalafil

別添 2の その他 (化学4/2質等)の 表中 1-デ オキシノジリマイシンの項を次のよ

に改める。

1 -デ オキシノ

ジリマイシン

DN」

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中TMA-2の 項を次のように改める。

デキストロメト

ル フ ァ ン

Dextromethorphan

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中ニコチンの項の次に次のように加える。

ノルネオシルデ

ナ フ ィル

Norneosildenafil

別添2の その他 (化学物質等)の 表中パパインの項の次に次のように加える。
バルデナフィル Vardenafil

ハルマ リン Harmaline

ハル ミン Harmlne

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中BZPの 項を削り、同表中 5-HTP (ヒ

ドロキシ トリプ トファン)の 項の次に次のように加える。

ヒドロキシホモ

ンルデナフィル

Hydroxyhomosildenafil

ヒドロキシホン

デナフィル

Hydroxyhongdenafil

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中ビンカミンの項の次に次のように加える。

プソイ ドノラレデ

ナ フ ィル

ピペ リデナフィル/Pseud

ovardenafi1/Piperidena

fil

ブフォテニン Bufotenlne

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中ホモシルデナフィルの項の次に次のように

加える。

ホンデナフィル アセチルデナフィル/H o n

gdenafi1/Acetildenafil

別添 2の その他 (化学物質等)の 表中マルターゼの項を次のように改める。

マルターゼ α一グルコシダーゼ

別添2の その他 (化学物質等)の 表中ラクターゼの項を次のように改める。

ラクタ一ヽゼ β一ガラクトシダーゼ

コバノトネリコ/トネリ1樹皮

別紙の別添 3の 植物由来物等の表中アオギリの項の次に次のように加える。第 8

アオダモ

コ/Fraxinus lanuginosa



/Fraxinus japOnica

別添 3の 植物由来物等の表中アシタバの項の次に次のように加える。
アシ ドフィルス

因

菌体

別添 3の 植物出来物等の表アメリカニンジンの項中 「セイヨ

「/Pana x  q u i n q u e f o l i u m」を加え、「根茎」の次に 「・根 ・茎 ・

アンティリス ・ブルネラリアの項の次に次のように加える。

イグサ イ/ トウシンソウ/ J u n c u

s effusus

地上部 の熱水抽

出 (10 0℃8分 以

上又 は同等以上

の方法 )後 の残

澄

全草は 「医」

別添 3の 植物由来物等の表中イチビの項の次に次のように加える。

イチヤクノウ ロクテイノウ/Py r o l a c e a

e 」aponlca

全草

別添 3の 植物由来物等の表中インドナガコショウの項の次に次のように加える。

インドボダイジ

ユ

Ficus religiosa 樹皮

別添 3の 植物由来物等の表中ウドの項を次のように改める。

ウ ド Aralia cordata 軟化茎 根茎は 「医」、シシウ

ド (Angelica pubesc

ens///Angelica  biss

erata)の根茎 ・軟化

茎は 「非医」

別添 3の 植物由来物等の表中ウワミズザクラの項の次に次のように加える。

エーデルワイス Lcontopodium alpinum 地上部

別添 3の 植物由来物等の表オオムギの項中 「バクガ」の次に 「/Ho r d e u m  v u l g a r e」

を加え、「葉 ・発芽種子」を 「茎 ・葉 ・発芽種子」に改め、同表中オカヒジキの項の

次に次のように加える。

オシャグジタケ オシャクシタケ/サヨウ/

Cynomorlum cocclneum

全草

別添 3の 植4/J由来物等の表中オ ドリコノウの項の次に次のように加える。

オニサルビア クラリーセージ/ S a l v i a

sclarea

葉

別添3の植物出来物等の表中オペルクリナ ・タルペタムの項の次に次のように加

える。

オミナエシ ハイショウ/P a t r i n i a  s c

abiosacfolia

根

ウエンジン」の次に

葉」を加 え、同表中

別添 3の 植物由来物等の表中ガウクルアの項の次に次のように加える。

カガミグサ Ampelopsis japonica 根



別添 3の 植物由来物等の表中カキ<柿 >の 項を次のように改める。

カキ< 柿 > Diospyros kaki 渋 ・葉 ・果実の

宿存がく (ヘタ)

別添 3の 植物由来物等の表中カツアバの項の次に次のように加える。

カッコウアザミ Ageratum conyzoldes 全草

別添 3の 植物由来物等の表中カッパ リス ・マサイカイの項の次に次のように加え

る。

カニクサ ツルシノブ/Lygo d i u m  j a

ponlcum

胞子

別添 3の 植物由来物等の表中ガムググルの項を次のように改める。

ガムググル Commiphora mukul 樹脂 その他 の コン ミフォ

ラ属の全木は 「医」

別添 3の植物由来物等の表カンカニクジュヨウの項中 「ニクジュヨゥは 「医」」を

削り、同表カンブイの項の次に次のように加える。

カンラン Canarium album 果実

別添 3の 植物由来物等の表中コウホネの項の次に次のように加える。

酵母 Saccharomycesに属す る

半細胞生物/トルラ酵母/

ビール酵母/Candida ut

i l i s

菌体

別添 3の 植物出来物等の表中ヨウモ ウゴカの項の次に次のように加 える。

別添 3の 植物由来物等の表中サイシンの項を削り、同表中サラシア ・レティキュ

ラータの項を次のように改める。

テレ
　
トグ

・

一

ア

ラ

シ
　
ユ

ラ

キ

サ

イ

コタラヒム/コタラヒム

ブツ

茎 ・根

別添 3の 植物由来物等の表中サルサの項を削 り、同表サンキライの項中 「ドブク

リョウ」を 「Smila x  g l a b r a」ヤこ改め、「医」」の次に 「、サンキライ以外のシオデ属

の葉 ・根は 「非医」」を加え、同表中シイタケの項の次に次のように加える。

コオウレン Picrorhiza kurrooa/Pic

rorhiza scrophulariacf

lora

茎 ・根茎

別添 3の 植物由来物等の表中コパイーバの項を次のように改める。

コパイーバ ・オ

フィシナ リス

Copaifera officinalis 樹脂

コパイーバ ・ラ

ングス ドルフィ

Copaiferia langsdorffi

l

樹液

コハク 古代マツ科Pinus

属植物樹脂 の化

合物

|シオデ属   |サ ルサ/Smilax属    1莱
・サンキライ|サンキライ (Smilax l



以外の根 gla b r a )の 塊茎 ・根

茎は 「医」

別添 3の 植物由来物等の表中シ平クビエの項の次に次のように加える。

シタン イン ドシタン/ P t e r o c a r p

us lndicus

根 ・樹皮 ・材

別添 3の 植物由来物等の表中ジチョウの項の次に次のように加える。

シナタラノキ ソウボク/Aralia chinen

S I S

根 ・根皮 ・材

別添 3の 植物由来物等の表中セイヨウサンザシ実の項を次のように改める。
セイヨウサンザ

シ

Cratacgus oxyacantha/C

rataegus lacvigata/Cra

taegus monogyna

果実 。葉

別添 3の 植物由来物等の表中セイ ヨウメギの項の次に次のように加 える。

別添 3の 植物出来物等の表中センリョウの項の次に次のように加える。

ソウジュヨウ ハマウツボ/ O r o b a n c h e  c

Oerulescens

茎

別添 3の 植物由来物等の表中タケ類の項の次に次のように加える。

タコノアシ カンコウソウ/ P e n t h o r u m

chinense

茎 ・葉

別添 3の 植物由来物等の表中タチバナの項を次のように改める。

シシウド Angelica pubescens///An

gelica  bisserata

根茎 ・歌化茎 ドクカツ (ウド/Aral

i a  c o r d a t a )の根茎

は 「医」

別添 3の 植物由来物等の表中シタンの項を次のように改める。

セキイ ヒ トツノミ/Py r r o s i a  l i n g

ua/PyrrOsla grandislmu

s/PyrrOsia pelis10sus/

Pyrrosla hastata

全草

別添 3の 植物出来物等の表中センダンの項を次のように改める。

センタウリウム

ソウ

Centaurlum mlnus 全草

センダン クレン/トキワセンダン/

Melia azedarach

葉 センダン( M e l i a  a z e d

a r a c h ) 及び トウセン

タがレ/(Mel i a  t o o s e n d a

n ) の果 実 ・樹皮 は

「医」

タチバナ Citrus tachibana 業 ・果皮

別添 3の 植物由来物等の表中タラノキの項を次のように改める。

タラノキ Aralia elata 業 ・芽 ・根皮

樹皮



別添 3の 植物由来物等の表中チ ョウセンアザ ミの項の次に次のように加 える。

チョウマメ Clitoria ternatea 花

別添 3の 植物由来物等の表 トウモロコシの項中 「ナンバンキビ」の次に 「/Zea ma

ys」を、「澱粉」の次に 「・花柱 ・柱頭」を加え、「花柱 ・柱頭 (ナンバンゲ)は 「医」」

を削 り、同表中 トチュウの項の次に次のように加える。

トックリイチゴ Rubus coreanus 完熟偽果

別添 3の 植物由来物等の表中 トマ トの項の次に次のように加える。

トラガン ト Astragalus gummifer,豆こ

はその同属植物 (Legumi

nosac)の 幹から得た分

泌物

樹脂

トロロアオイ Abelmoschus manihot 花

別添 3の 植物由来物等の表中ナナカマ ドの項の次に次のように加える。

ナベナ センゾクダン/ゾクダン/

Dipsacus japonica/Dips

acus asperoides/Dipsac

us asper

根

別添 3の 植物由来物等の表中ニガウリの項の次に次のように加える。

ニクジュヨウ オニク/キムラタケ/ホン

オニク/ C i s t a n c h e  s a l s a

/ B o s c h n i a k i a  r o s s i c a ( =

B o s c h n i a k i a  g l a b r a )

肉質茎

別添 3の 植物由来物等の表中ニ ョテイの項を次のように改める。

孝L酸菌 Lactobaclllus折謁/Strept

OCOCCuS帰 轟

菌体

ニ ョテイ ジョテイシ/タマツバキ/

トウネズミモチ/ネズミ

玉iヲ仁/Ligustrum japonic

um/Ligustrum lucidum

葉 。種子 ・果実

別添 3の 植物由来物等の表中ニンニクの項の次に次のように加える。

ヌルデ ゴノミイシ/Rhus javanica 嚢状虫慶

ネ ギ ソウジツ/ノウシ/A l l主u m

fistulosum

種子

別添 3の 植物由来物等の表中ネムノキの項の次に次のように加える。

ノアザミ タイケイ/ C i r s i u m  n i p p o

nense/Cirsium spicatum

/Cirsium japonicumとそ

の近縁種

根

別添 3の 植物由来物等の表中ハマボウフウの項の次に次のように加える。

ハマメリス Hamamelis virginiana 葉



別添 3の 植物由来物等の表中ヒバマタの項の次に次のように加える。

ビフィズス菌 Bifidobacterlum拝 轟 菌体

別添 3の 植物由来物等の表中ビルベ リーの項の次に次のように加える。

ビルマ不 ム Albizia lebbeck 樹皮

別添 3の 植物由来物等の表フジヨブの項中 「フジコブ」を 「フジ」に、「コブ、根

茎」を 「フジヨブ菌が寄生し生じた猪」に、「根茎は 「医」Jを 「フジヨブ菌が寄生

し生じた嬉は 「医」」に改め、同表中ベニバナボロギクの項の次に次のように加える。
ペ ピーノ メロンペア/SO l a n u m  m u

ricatum

果 実

別添 3の 植物由来物等の表中ボスウェリア ・セラータの項を次のように改める。

ボスウェリア ・

セラータ

イン ド乳香/Bo s w e l l i a  s

errata

樹脂 その他 のボス ウェ リ

ア属の全木は 「医」

別添 3の 植物由来物等の表中ボタンの項の次に次のように加える。

ボタンボウフウ Peucedanum japonicum 茎 ・葉

別添 3の 植物由来物等の表メナモミの項中 「キレンソウ」の次に 「/ツクシメナモ

ミ/Siegesbeckia pubescens/siegesbeckia orientalis」 を加え、「葉」を 「茎 ・葉」

に改め、同表中モ リアザミの項の次に次のように加える。

モ リシマアカシ

ア

Acacia mearnsii 樹皮

別添 3の 植物由来物等の表中ヤブタバコの項を次のように改める。

ヤブタバコ Carpeslum abrotanOldes 茎 ・根 ・業 ・果

実

別添 3の 植物由来物等の表中ヤマブ ドウの項の次に次のように加 える。

ヤマモモ ヨウノミイヒ/Myrica rubr

a

樹皮

別添 3の 植物出来物等の表中 リュウキュウアイの項の次に次のよ うに加える。

リュウノウ Dryobalanops aromatica 樹 皮

別添 3の 植物由来物等の表中レイシ<務 枝 >の 項を次のように改める。

レイシ<務 枝 > レイシカク/枝核 果実 ・種子

別添 3の 植物 由来物等の表中レイシカクの項を削 り、同表 ワサ ビダイコンの項の

次に次のよ うに加 える。

ワレモヨウ ラ
生ェL/Sangulsorba offic

inalis

根 ・根茎

別添3の動物出来物等の表中アシドフィルス菌の項を削り、同表中オオトカゲの

項の次に次のように加える。

オオヤモリ ゴウカイ/Gekko geckO 内臓を除いた全

身

別添3の動物由来物等の表中酵母の項を削り、同表中軟骨の項の次に次のように

加える。



ニホンヤモ リ |ヘ キコ/Gekko japonicusl全体

別添3の動物由来物等の表中乳酸菌の項及びビフィズス菌の項を削り、同表中ヒ

ルの項の次に次のように加える。

ヒレイケチョウ

ガイ

Hyriopsis cumingii 貝殻

別添 3の 動物由来物等の表中ヤモリの項を削る。

別添 3の その他 (化学物質等)の 表中L― カルニチンの項の次に次のように加え

る。

L― シ トル リン L―Citrulline


